












第2章 山草稀釈精液の凝固現象と山羊精液における特殊性 ･L･･･････-･--･-･･･-- 2
第 1節 緒 言


























第 2節 山羊の闇路 ,採取季節,採取回次による蝉索活性度の変異 -･･･- ････････22





第 1節 緒 言
第2節 山羊の射出精液の一般性状
第 5節 射出精髄の化学的性状 ･
第4節 山羊副生殖掠紋の化学的性状




































































































































































































































































































































































































































































し日1-I-HC互と1討-iqaOfiでp王室を5.0-8.Coj19投牌に調整した5卵 iけ 夜 ES頭ク
ェン療ソーダに5解の演度になるように卵黄を添再 5mgをl抑え ,これを紺 Ocに24時
間浸漬し,上記の方法で寒間質を郵志した｡
正 冥験成績ならぴVL考察
予備試験では第5回とこ示すように濁度の到達と同時にp缶を経時折に測辞してみたごころた
性およびアルカリ側の溶液のpHがきわめて短時間内に8.5的蘭 ,J下降することが認められたC
すなわちこの津固薯官は ,この程蓮の高い卵黄濃度と清栄濃度では白濁の初期にPHを低下さ
せるような性質を有するためではないかと思われ ,このような条件下では糞選pHの確認の不
可能なことがわかった｡そこで方法の項で既述したように混合夜Eijの卵黄濃度と精錬濃度を十
分低くして ,凝固拝唱とpHとの関係を追究したO両者の濃度を薄くした歩合E,r_揺,混合液の
p喜∃厄 400cl2時間保存後も変化gまなく,5.0-8,0に維持されていたOその蘇果第4図
に示すように ,凍適作鄭 こ対する最適p勘直は天体占.ロ附近虻あることがわかった｡
以上に得られた結果から東国蔓置物質を含有する夜をつねにp喜i6.0附近に保つことは勿論
であるが,凝固活性度軌崖の際の卵黄含有液も予めpHを6.0に調整しておくのが望ましいo
Lかしこの離a獲 因の敏合,上述のように短時間内に混合液のp葺iを低下させる性質があるの
で920卵 日ク鍍 gpli7.0)をそのまま判定に使用しても12時間値で凝固度を比較する際
-1,l_
には大した影響は癒いものと懲われる。
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騒図　夢登どへ闘活性度1繭系
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　　保管時闘（騰間）
第5図混合夜の渠管中のP蕪の
　　　　変化と濁度の変牝
　㌔4簾　卵黄濃度と染臨舌庄度
　この実険は卵ク液中の卵黄撰度を種々に変えて，その濃度と，．置輔との関係を検討するた
めに行われた。
　玉　異験の材料および方法
　混合液の内容は博漿0．2編一に各擾度の卵ク渡を2編の割合に加えたもので，凝固漕性度
の測定は前鰍司様に行つた。各1農渡の卵ク液は精漿を！lllえた簸終猿皮で0．5％～50％の9段
階こなるように，まず5乙，44，55％の那ク液を作り・これを5％クエン酸ソーダ液で
e．55％～55％になるように稀釈謂製し，雀西一HClを用いて各濃度の卵ク液のpHを
6．0に説濃した窃
　亘　実験成績ならびに考察
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